
学校法人宮崎総合学院　宮崎こども・医療専門学校

科目コード KOIC 0073

履修区分

実習 開講学年 学期

大野知美 実務経験 単位数

回 授業外学習時間

1～3

4～5 60分

6～10

11～16 30分

17～20 30分

21～25 30分

26～30

31～35 30分

36～40

41～50 60分

51～60 60分

61～65 60分

66～67 60分

68～89 300分

90 体験実習事後指導

評価方法
・授業における発言を含む授業態度50％
・課題・レポートなどの提出物50％

教科書 参考書

体験実習事前指導 実習に向けて準備を行う

園訪問・オリエンテーション 訪問時の記録を記載しておく

体験実習 毎日日誌を記載し、翌日提出する

エプロンシアター制作計画（図案）

立体制作 作品を完成させて提出する

壁面制作（園へのお礼） 作品を完成させて提出する

ハロウィン制作 作品完成させて提出する

エプロンシアター制作計画（お話）

大型　壁面制作 大型壁面を完成させて提出する

フェルトの名札制作

季節の壁面制作 壁面を完成させて提出する

フェルトの名札制作 名札を完成させて提出する

授業計画・内容 授業外学習の内容

フェルトの名札制作（型紙作り）

保育施設訪問（子どもとの関わり・絵本の読み聞かせ体験） 絵本の読み聞かせ予習と練習

授業の概要
・保育者として求められる基礎的な知識・技能を具体的な事例、実践を通して習得する。
・製作活動における安全な道具の扱い方、材料選び、素材の活用等を学習、実践できる。
・子どもに伝承するべき季節ごとの行事・風習を学習し、それに伴う制作や遊びができる。

授業科目名 実技演習Ⅱ

学科・コース名 こども未来科 必修

授業形態 1年次 後期

担当教員 無 2 単位

授業の
目的・目標

・保育、教育の現場で必要とする基礎的知識・技能を取得する。
・保育者自身が制作を楽しむ姿勢の中で、子どもを援助し、より豊かな表現へと導くことができる。
・子どもの状況に合わせて、保育展開ができる実践・能力の向上を目指す。


